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ニチイキッズさつき野駅前保育園 自己評価総括表

地域社会における保育施設として、その運営や保育内容について、自らの保育実践を振り返り、自己評価

を行いましたので、その結果を以下の通り公表いたします。 

また、本自己評価の結果を踏まえ、今後も更なる専門性の向上や保育実践の改善に努め、より一層質の高

い保育の実践を目指してまいります。 

 

評価方法 

保育士等（全職

員）の自己評価 

評価期間 2025 年 1 月６日（(月)）～２月２８日（金） 

実施方法 全職員に自己評価について趣旨を説明し自己評価を実施した。 

保育施設の評価 

評価日 2025年３月１２日（水） 

実施方法 
話し合いにより職場全体で共有し、保育施設の課題を明確化し、改善策を

検討した。 

 

項目ごとの評価 

保育理念 

「おもいっきり遊ぶ おもいっきり学ぶ」の保育理念に則り、子ども一人 

ひとりの気持ちを受容し寄り添うこと、子どもの気持ちをくみ取ることの 

大切さを園内研修にて全職員が改めて学び、保育園作りをしていくように 

した。 

子どもの発達援助 

子どもの姿を予想し発達段階を踏まえた保育計画を立案し、日々保育を行

ったが、計画に捉われず、その時々の子どもの興味や想いを大切に柔軟な

保育を実践していくことで、今後、より子どもの発達、実状に沿った保育

をしていきたい。 

保護者に対する支援 

送迎の際に、その日の子どもの様子とともに成長した姿も伝え、保護者と

子どもの心身の育ちを喜び合い、信頼関係構築が図られるよう全職員で意

識した。また、様々な行事を通し、保育者と保護者、保護者同士の交流の

場となるよう企画内容の工夫、雰囲気作りに努めた。 

保育を支える組織的基盤 

社内研修や園内研修の充実や定期的な職員会議、１５分 MTGを実施し、

全職員が同じ方向を向いた保育ができるようチームワーク構築と保育の質

向上に努めた。各自で学び大切だと感じたことは他職員にも共有する場を

持ち、みんなで“保育の話”を活発にして、更なる保育の質向上に繋げて

いきたい。 

 

 

総評 

子どもにとって保育園が楽しく安心して過ごせる場であるよう、また生活の仕方が身につき、保育者や
友だちとの関わりを通して自分や自分以外の存在に気づき、自分も人も大切に思う気持ちが育つよう、そ
して様々な場面で様々な感情を経験し何かに挑戦していく気持ちが育っていくよう。そういったことを常
に念頭に置き、保育園全体で、また職員一人ひとりが保育に取り組んだ。今後も「個」と「集団」から、
その子にとって一番良いことは何かを職員で話し合い、チームワークを発揮しながら保育に取り組んでい
きたい。保護者様にとっても安心していただける保育園となるよう、子どもの成長を通してコミュニケー
ションを図り、信頼関係を深めていきたい。       


